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はじめに





















































































































































































（8） “natural religion” は，一般に「自然宗教」と訳出され，その意味は，啓示の神秘性を否定し，自然や理性と
両立する限りにおいて神を認めようとする立場 といったところである。








































（12） ニューナム・カレッジ（Newnham College, Cambridge）は，ケンブリッジ高等地方試験（Cambridge 
Higher Local Examination， ケンブリッジ大学入学の基礎資格といわれる地方試験の１種であるシニア
［Cambridge Senior Local Examination, 中級学校卒業程度の試験に相当］ よりもハイレベルの試験である） 
にパスできる力量を獲得させることを目指して女性対象の特別講義が開講されたことに伴い，1871年に受
講生に向けた居住場所がリージェント通り74番地の家屋とされたことに端を発する。




をめぐる試論 ── ニューナム・カレッジを事例として ──」『教育研究』第57号，2013年，128-43頁 を参
照されたい。







































































書』（The book of Nature）（18）等々の書物を活用することを提唱しており，『自然の書』を
（17） ジョン・Ｒ・ヒネルズ 編 佐藤正英 監訳『世界宗教事典 （新版）』青土社，1999年，185頁。
（18） 『自然の書』とは，トマ・ド・カンタンプレ（Thomas de Cantimpré ，1201-1272，現在のベルギー・ドイツ・
フランスを活動域とした）の著した『事物の本質についての書』（Liber de natura rerum）を底本とし，コ
ンラート・フォン・メーゲンベルク （Conrad of Megenberg ，1309-1374 ，ドイツのカトリック聖職者・学
者・作家） 等が自由なアレンジを加えたものであるという。

























は，アンナ・レティシア・バーボールド（Anna Letitia Barbauld, 1743-1825，イギリスの
詩人・批評家・評論家）の著『子どものための散文による賛美歌集』（Hymns in Prose 
for Children，1781年）とマーガレット・ガティ（Margaret Gatty, 1809-73，イギリスの
















 （松田美作子「Margaret Gatty, Parables from Nature とヴィクトリア朝期エンブレムの復興 ── “A 




















































































































 わけても，第１章：家庭の創造（The Creation of the Home, pp.１-13），第２章：家庭生活（The Life of 
the Family, pp.14-27），第３章：家庭でのつとめ（Household Duties, pp.28-43） の記述内容を中心に分析を
進めていく予定である。
（27） この仮説⑵を検討していくにあたって，例えば，イギリス経験論者の一人であるロック（John Locke，









かにすることをねらいとして，彼女の著書『娘の養育』（The Upbringing of Daughters，
1917）を手がかりに論考を行った。
Ⅰ章では，人間と信仰をめぐる彼女の見解に関し，⑴人間にとっての信仰（生活），⑵
信仰に関連する先行研究分析，⑶聖書，⑷自然主義，⑸巡礼，⑹神秘主義の項目を設けて
検討をした。
Ⅱ章では，子どもと信仰をめぐる彼女の見解について，⑴子どもに信仰心を涵養する上
での親の留意点，⑵子どもに向けた親の信仰教育の項目を設けて検討した。
Ⅲ章では，彼女の信仰（教育）観の特徴に関して考察を加え，⑴信仰（のあり方）をめ
ぐり，彼女自身の信仰上の立ち位置，特定の宗派，あるいはこれが包摂する教義に拘泥す
ることなく，中庸を保って抑制的に論を展開していること，⑵信仰（生活）のあり方は唯
一無二でなく，各人の判断・選択にゆだねられると認識していること，⑶親が子どもの信
仰教育を行うにあたって，子ども自身の特質や発達段階を斟酌する必要性を訴えているこ
と，⑷信仰（生活）や信仰教育に際しても，子どもの実体験や具体的な事物を媒介させて
物事を感覚的に把握させることの重要性を唱えていることを指摘した。
